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衛生的乳質改善 その⑥

～正 し い 搾 乳 手 順 と ポ イ ン ト～

日増しに寒さを感じる季節になりました。暑熱ストレスの影響も残り、乳房炎にな

る危険性が高まっています。乳房炎の新規感染を防ぐためにも、今一度、正しい搾乳

手順を確認しましょう。

ユ ニ ッ ト の 移 動 搾る牛のところへユニットを持ってきてから搾乳を

開始する。

前 搾 り 乳頭の付け根を握り、４回以上しっかり実施し、十

分な刺激を与える。乳汁はストリップカップに受ける。

プレディッピング 環境性乳房炎が発生している場合は、プレディッピ

60 ングを行う。プレディッピング後、コンタクトタイ

～ ムとして約30秒放置する。

90 乳 頭 清 拭 一頭につき殺菌した一枚のタオルを使用（一頭一布）。

秒 固く絞ったタオルで乳頭口も念入りにふきとる。

ユ ニ ッ ト 装 着 装着時にショートミルクチューブをＮ字型に折って

空気の流入を防ぐ。ユニットが捻れないように調整

する。

離 脱 過搾乳は乳頭先端を傷めるので、早めの離脱を心が

ける。真空を遮断した後、ユニットが自然に落ちる

のを待って４本同時に離脱する。

ポストディッピング 離脱直後に、乳頭全体に薬液を付着させる。

※生乳の衛生管理手帳（ホクレンより引用一部改変）

安心・安全な良質乳生産に努めましょう

QRｺｰﾄﾞを読み取って
アクセス!!!

その他情報も
HPで公開中！


